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区の家計簿

平
成
2
年
度
下
半
期

財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

区
で
は
、区
の
財
政
の
実
態
を
区
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

財
政
状
況
の
公
表
を
毎
年
2
回
、6
月
と
1
2月
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
2
年

度
下
半
期
の
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(図
表
は
、
平
成
3
年
3
月
3
1日
現
在
の
も
の
で
す
)

平成2 年 度一般会計予算現額と構成比

平成2年度各会計予算執行状況

特別区債の現在高

区民負担の概要

特別区民税395 億5603 万円1

人あたり負担額62 干円1

世帯あたり負担額163 干円
噴 水 が涼 を 呼ぶ 東和 親 水公 園

2
年
度
下
半
期
に

行
っ
た
主
な
事
業

▽
ゆ
う
あ
い
ら
ん

ど
・
さ
の

(
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
)

建
設

▽
西
新
井
高
齢
者
・
障
害
者
作

業
所
建
設

▽
障
害
児
歯
科
診
療
・
在
宅
寝

た
き
り
老
人
訪
問
歯
科
診
療

事
業

▽
産
業
情
報
室
製
造
業
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
作
成

▽
C
A
I

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

設
置
(

小
・
中
学
校
研
究
推

進
校
)

▽
生
き
が
い
奨
励
金
の
支
給

▽
プ
チ
テ
ラ
ス
(
青
井
兵
和
通

り
商
店
街
ほ
か
)
の
整
蠏

▽
葛
西
用
水
親
水
水
路
の
整
備

フ
東
和
親
水
公
園
の
造
成

▽
西
沼
公
園
の
造
成

▽
毛
長
川
遊
歩
道
(
武
蔵
野
の

路
)
の
整
備

▽
水
上
バ
ス
関
屋
船
着
場
連
絡

通
路
の
整
備

▽
補
助
第
加
号
線
道
路
の
造
威

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
　

・
予
算
課

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

CAI 用コンピュータで学ぶ( 青井小学校)

次の世代に残せる自然を
6 月5 日
～11日 環 境 週 間

私
た
ち
の
身
の
回
り
か
ら

地
球
全
体
に
至
る
ま
で

、
人

の
暮
ら
し
と
自
然
と
は
、
深

い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
ま

す

。
太
陽
の
光
、
空
気
、
水
、

土

、
そ
し
て
動
物
と
植
物
。

こ
れ
ら
す
べ
て
の
も
の
の
バ

ラ
ン
ス
が
、
正
常
に
保
た
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て

、
私
た
ち

は
生
き
て
い
ま
す
。

6
月
5
日
か
ら
環
境
週
間

で
す

。
生
き
物
た
ち

。
ま
た

生
活
騒
音
な
ど
に
注
意
を
向

け
て
み
ま
し
ょ
う
。

排
水
に
気
配
り
を

区
は
、
平
成
6
年
度
を
目

標
に
、
下
水
道
の
完
備
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
下

水
道
処
理
場
で
、
水
の
汚
れ

を
す
べ
て
取
り
除
け
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
活
排
水
に
よ
る
汚
れ
を

少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
、

流
し
台
の
三
角
コ
ー
ナ
ー
や

水
切
り
袋
の
活
用
な
ど
、
身

近
な
工
夫
が
必
要
で
す
。
下

水
道
が
完
備
し
て
い
る
地
域

の
方
も
含
め
、
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

区
で
は
今
年
、
4
年
に
I

度
の
、
河
川
の
生
物
調
査
を

行
い
ま
す
。生
き
物
の
種
類

や
数
が
、
前
回
よ
り
増
え
て

い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。生

活
騒
音
を
少
な
く

私
た
ち
は
、
日
常
生
活
に

伴
っ
て
出
る
音
で
、
迷
惑
を

受
け
た
り
、
逆
に
迷
惑
を
か

け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
日
常
の
生
活
音
に
気
を

つ
け
て
、
住
み
良
い
環
境
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
夜
お
そ
く
、
ピ
ア
ノ
や
ギ

タ
ー
を
弾
か
な
い

▽
テ
レ
ビ
や
ス
テ
レ
オ
の
音

は
控
え
め
に

▽
深
夜
、
洗
濯
機
や
掃
除
機

を
使
わ
な
い

▽
ボ
イ
ラ
ー
、
ク
ー
ラ
ー
な

ど
は
低
騒
音
型
を

▽
階
下
に
ま
で
響
く
足
音
や

跳
び
は
ね
に
注
意

▽
犬
、
猫
の
鳴
き
声
は
飼
い

主
の
貢
任
で
す

▽
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
の

空
ぷ
か
し
は
し
な
い

※
こ
の
ほ
か
、
必
要
の
な
い

音
は
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

測
定
し
て
い
ま
す

酸

性

雨

自
動
車
や
工
場
の
排
出
ガ

ス
に
含
ま
れ
て
い
る
、
硫
黄

酸
化
物
や
窒
素
酸
化
物
が
雨

に
吸
収
さ
れ
る
と
、
強
い
酸

性
を
示
し
ま
す

。

ふ
つ
う
、
雨
は
P
H
(

ペ

ー
(
I
)
5
6

前
後
で
す
が
、

そ
れ
以
下
の
値
を
示
す
雨
を

「
酸
性
雨
」
と
い
い
ま
す
。

酸
性
雨
が
降
る
と
樹
木
は

弱
り
、
微
生
物
は
死
に
、
川

や
湖
の
生
物
は
生
き
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
。
自

然
の
生
鮨一
系
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、
大
き
な
環
境
破
壊
と

な
り
ま
す
。

区
の
調
査
で
は
、
昭
和
6
2

年
以
降
、
区
内
で
も
酸
性
雨

が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

環

境

展

「
次
の
世
代
に
残
せ
る
環

境
を
と
り
も
ど
そ
う
、
あ
な

た
の
参
加
で
」
と
題
し
、
。
考

え
は
地
球
規
模
で
、
行
動
は

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
"
を
合

言
葉
に
、
環
境
と
自
然
に
つ

い
て
、
写
真
や
パ
ネ
ル
で
紹

介
し
ま
す
。

日
時
6

月
5

日
1
1
1
日
、

午
前
8

時
3
0分
～

午
後
5
　

時
場
所

中
央
本
町
庁
舎
1
階

問
合
せ
先

嬲
水
と
緑
の
公

杠
`
‘
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

私
た
ち
も
自
然
の
一
員
で
す

毛 長川 で 実験 を 継統 中 の浄 化実 験 施設

水と緑豊かな
足立を つくる

水と緑の公社
区
で
は
、
聯
足
立
区
水
と

緑
の
公
社
を
設
立
、
4
月
1

日
か
ら
事
業
を
始
め
て
い
ま

す
。区

民
の
皆
さ
ん
や
企
業
の

方
々
と
と
も
に
、「
水
と
緑
の

豊
か
な
足
立
」
を
つ
く
り
、

次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い

く
の
が
目
的
で
す
。

公
社
は
、
自
然
を
守
る
た

め
の
お
知
ら
せ
や
イ
ベ
ン

ト
、
緑
化
の
推
進
、
水
質
の

浄
化
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
ま
す
。

○
く
わ
し
く
は
、
嬲
水
と
緑

の
公
社
、
綾
瀬
2
-
3
0
1
6
`

‘
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

へ
。
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年

金

国
民
年
金

6
0歳
の
説
明
会

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て
、6
0歳
を
迎

え
た
方
を
対
象
に
、
説
明
会
を

閲
催
し
ま
す
。

日
時
6

月
2
0日
采
)
、午
前

1
0時
と
午
後
2
時
か
ら
の
2
　

回
塙
所

竹
の
筱
セ
ン
タ
ー
(
3
　

階
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
)

対
象
昭
和
6
年
7
月
2
日
～
　

8
月
1
日
生
ま
れ
の
方

柬
対
象
者
に
は
、
別
に
通
知
し

ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

適
用
係

萱
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

ご
存
じ
で
す
か

保
険
料
の

免
除
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
万

一
の
と
き
の
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
、
将
来
の
老
齢
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。失

業
や
倒
産
な
ど
で
無
収
入

に
な
っ
た
場
合
や
、
傷
病
の
た

め
収
入
が
減
っ
た
場
合
な
ど
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
に
な
っ

た
方
に
は
、
保
険
料
の
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
手
続
き
は
、
印
か
ん
・

年
金
手
帳
を
持
穆
の
う
え
、
国

民
年
金
課
。
ま
た
は
各
区
民
事

務
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

国
民
年
金
の
年

金
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た

国
民
年
金
の
年
金
額
が
。
平

成
3
年
4

月
分
か
ら
、
表
1
の

と
お
り
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
新
年
金
額
で
計
算
さ
れ
る

の
は

。6
月
支
払
分
か
ら
で
す

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
給
付
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

保

険

国
民
健
康
保
険

加
入
・
喪
失

手
続
き
を

・

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
方

区
内
に
住
ん
で
い
る
方
(

外

国
人
を
含
む
)
は

、
次
の
人
を

除
き
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

▽
社
会
保
険
等
の
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

と
。
そ
の
扶
養
家
族

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

※
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場

合

、
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・

国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手

続
き
が
必
要
な
カ

マ
今
ま
で
}
t
一
民
健
康
保
険
に
加
　

入
し
て
い
た
が
、
会
社
等
に

就
職
し
て

、
新
た
に
職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
、

お
よ
び
そ
の
扶
養
家
族

※
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ

、
病

院
等
で
国
民
健
康
保
険
証
を
使

つ
て
治
療
を
受
け
た
場
合
、
国

民
健
康
保
険
で
負
担
し
た
医
療

費
は
、
後
日
返
納
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
ま
だ
手
続
き
を

し
て
い
な
い
方
は
、
国
民
健
康

保
険
課
、
ま
た
は
各
区
民
事
務

所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係豐
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

税

金

特
別
区
民
税
・

都
民
税
が
減
税

さ
れ
ま
し
た

平
成
3
年
度
の
個
人
住
民
税

が
、
次
の
と
お
り
減
税
に
な
り

ま
し
た
。

・

所
得
控
除
の
引
き
上
げ

表
2
の
と
お
り

・

非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

▽
所
得
割
に
つ
い
て

所
得
金
額
が
3
4万
円
×
(

本

人
、
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び

扶
養
観
族
の
合
計
数
)
+
1
5
万

円
(
改
正
前
9
万
円
)

以
下
の

方
は
、非
課
税
と
な
り
ま
し
た

。

▽
均
等
割
に
つ
い
て

所
得
金
額
が
3
4万
円
×
(

本

人
、
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び

扶
養
親
族
の
合
計
数
)
+
4

万

円
(
新
設
)
以
下
の
方
は

、非
課

税
と
な
り
ま
し
た

。

※
単
身
者
で

、
所
得
割
・
均
等

割
が
非
課
税
と
な
る
所
得
は
、

前
年
ど
お
り
3
4万
円
以
下
の
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
。

・

所
得
割
の
税
率
の
適
用
区
分

の
見
直
し

表
3

の
と
お
り

・

本
年
度
か
ら
の
新
し
い
取
り

扱
い

▽
年
金
控
除
額
の
大
幅
ア
ッ
プ

▽
個
人
年
金
保
険
料
控
除
の
導

入
▽
長
・
短
期
損
害
保
険
料
控
除

の
導
入

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

課
税
課

豐
(
3
8
8
0
)
5
0
8
1

特
別
区
民
税
・

都

民

税

の

納
税
通
知
書

7
日
に
発
送
し
ま
す

個
人
で
匱
接
特
別
区
民
税
・

都
民
税
を
納
め
る
方
に
、
平
成
3

年
度
分
の
納
税
通
知
一
を
お

送
り
し
ま
す
。

第
1
期
分
の
納
期
限
は
7
月
1

日
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
。
各
金
融
機
関

に
直
接
振
替
の
手
続
き
を
と
り

ま
す
。

※
平
虞
3
年
度
の
課
税
証
明
s

は
、6
月
7
日
か
ら
発
行
し
ま

す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

課
税
課

e
(
3
8
8
0
)
5
0
8
1

教

育

募
集
し
ま
す

足
立
区
奨
学
生

平
成
4

年
度
足
立
区
奨
学
生

(
育
英
資
金
貸
付
者
)
を
次
の

要
領
で
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

▽
足
立
区
内
に
引

き
続
き
1

年
以
上
居
住
す
る

方
の
子
弟

▽
都
内
ま
た
は

通
学
可
能
な
近
県
に
所
在
す

る
、①
大
学
②
高
等
学
校
(
高

等
専
門
学
校
を
含
む
)

③
大

学
入
学
に
関
し
文
部
大
臣
が

個
別
に
指
定
し
た
専
修
学
校

(
高
等
課
程
)
。
の
い
ず
れ
か

に
在
学
し
て
い
る
方
(
平
成

4
年
4

月
入
学
斈
定
者
を
含

む
)

▽
学
業
成
積
が
良
好

で
心
身
と
も
に
健
全
な
方
　

▽
経
済
的
理
由
で
修
学
の
困

難
な
方

▽
同
種
の
学
資
金

を
ほ
か
か
ら
借
り
受
け
て
い

な
い
方

募
集
人
員

▽
高
校
生
・・・
7
0人

▽
大
学
生
・・・
1
2人

貸
付
額
▽
修
学
資
金
…
高
校
　

月
額
(
国
・
公
立
)
1
万
1
　

千
円
・
(
私
立
)
2
万
3
千
　

円
、大
学
月
額
(
国
・
公
立
)
　

2
万
9
千
円
・
(
私
立
)
3
万
　

8
千
円
▽
入
学
準
備
金
・
・
・
　

高
校
5
万
円
大
学
1
0
万
円

募
集
期
間
6
月
1
0
日
～
2
9
日

申
込
先

▽
区
立
中
学
校
3

年

生
…
各
中
学
校

▽
そ
の
他

の
方
・・・
学
務
第
二
課
振
興
係

貸
付
予
定
者
決
定
9

月
下
旬

貸
付
開
始

平
成
4

年
4
月

問
合
せ
先

本
庁
合
(

千
住
)
　

・
学
務
第
二
課
振
興
係

お
し
ら
せ

図
書
館
の

臨
時
休
館

佐
野
、
伊
興
、
宮
城
の
各
図
S

館
が
、
図
S
の
特
別
整
理
の

た
め
休
館
し
ま
す
。

休
館
期
間
6
月
1
6
日
～
2
5
日
　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
他
の
図
S
館
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
図
S
館

雲
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

議

会

区
議
会

第
2
回
定
例
会

区
議
会
第
2
回
定
例
本
会
議

が
、
次
の
日
程
で
開
会
さ
れ
ま

す
。

日
程
▽
6
月
1
2
日
(
水
)
、午
　

後
1
時
～
▽
6
月
1
3
日
　

(
木
)
、午
前
1
0
時
～
▽
6
　

月
2
8日
(
金
)
、
午
後
1

時
～

※
本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
傍

聴
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

・
区
議
会
事
務
局

生
活
環
境

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
4
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
分

室霖
(
3
6
0
2
)
8
8
2
ワ
』

※
水
洗
化
工
事
費
の
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す
。
工
事

前
に
申
請
し
、
ご
利
用
く
だ

さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
計
面
調
整
課
助
成
佩
　

き
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

保

存

樹

木
(

林
)

の

指

定

・

助

成

急
激
な
都
市
化
の
波
に
お

さ
れ
、
最
近
で
は

、
歴
史
を

刻
ん
だ
樹
木
(
林
)
が
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た

。

区
で
は
、
こ
の
貴
重
な
緑

を
保
護
す
る
た
め

、「
東
京
都

足
立
区
緑
の
保
霞
育
成
条

例
」を
定
め

、保
存
樹
木
(
林
)

の
指
定
・
助
成
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

基
準

表
5
の
と
お
り

※
保
存
樹
木
の
管
理
で
お
困

り
の
方
に
、
せ
ん
定
・
補
修

等
の
費
用
を
助
成
す
る
制
度

も
あ
り
ま
す
(

日
常
の
清
掃

等
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
)
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
緑
化
係

表1 新年 忿怨 一覧( 平成3 年71月) 〔単位: 円〕

表2 所得控除

表3 所得割の税率適用区分

表4 水洗化可能区域

表5 助 成 基準( 金額は年額)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

人
権
の
尊
重
(
1
)

す
べ
て
の
人
の
基
本
的
大

櫁
を
守
り

、
あ
ら
ゆ
る
差
別

を
な
く
す
こ
と
は

、
全
世
界

全
人
類
の
課
題
で
す
。

平
和
と
基
本
的
人
権
を
保

障
す
る
「
世
界
人
権
宣
言

」

は

、1
9
4
8

年
(

昭
和
2
3

年
)
。第
3

回
国
際
連
合
総
会

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

宣
言
に
は
「
人
類
社
会
の

す
べ
て
の
構
成
貝
の
固
有
の

尊
厳
と
平
等
で
譲
る
こ
と
の

で
き
な
い
権
利
と
を
承
認
す

る
こ
と
は

、
世
界
に
お
け
る

自
由

、
正
義
及
び
平
和
の
基

礎
で
あ
る

」(
前
文
)

「
す
べ
て
の
人
は
、
人
種
、

皮
膚
の
色

性
、
言
語
、
宗

教

、政
治
上
そ
の
他
の
意
見
、

国
民
的
若
し
く
は
社
会
的
出

身

、
財
産

、
門
地
そ
の
他
の

地
位
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る

い
か
な
る
事
由
に
よ
る
差
別

を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
こ

の
宜
言
に
掲
げ
る
す
べ
て
の

権
利
と
自
由
と
を
亨
有
す
る

こ
と
が
で
き
る

」(
第
二
条
)

と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
宣
言
は

、
す
べ
て
の

人
々
が
基
本
的
人
権
に
つ
い

て

、
お
互
い
に
認
め
合
い

、

尊
璽
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

こ
と
を

、
国
連
の
場
で
あ
ら

た
め
て
認
識
し
合
つ
た
も
の

で
す

。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
本
庁
舎

(
千
住
)
・
同
和
対
策
担
当

へ

。

8020 運動を
ご 存 じで す か
歯の衛生週間によせて

人
生
8
0年
時
代
を
迎
え
た

今
、厚
生
省
は
、「8
0歳
で
2
0

本
の
歯
を
残
す
運
動
(
8
0
2
0

運
励
)
」を
提
唱
し
て
い

ま
す
。

む
し
歯
や
歯
周
病
で
若
い

と
き
に
歯
を
失
う
と
、
そ
し

や
く
機
能
を
低
下
さ
せ
、
食

生
活
に
も
支
障
を
き
た
し
ま

す
。そ

れ
な
の
に
、「
歯
は
命
に

関
係
な
し
」、「
悪
く
な
っ
た

ら
抜
け
ば
よ
い
」
な
ど
と
、

歯
に
対
す
る
関
心
は
あ
ま
り

に
も
低
く
、
結
局
歯
の
寿
命

を
縮
め
て
い
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
誰
も
が
手
軽
に

実
行
で
き
る
こ
と
を
、
い
く

つ
か
提
案
し
ま
す
。

▽
口
の
中
を
手
鏡
に
映
し
、

自
分
の
歯
が
何
本
あ
る
か
確

認
す
る

▽
治
療
途
中
の
歯
が
あ
れ

ば
、
最
後
ま
で
通
院
す
る

▽
食
事
は
左
右
の
奥
歯
で
、

ゆ
っ
く
り
と
十
分
に
か
み
し

め
る

▽
治
療
が
な
く
て
も
、6
カ

月
に
I

回
は
診
療
を
受
け

る
。
ま
た

、
そ
の
と
き

、
自

分
に
合
っ
た
歯
の
み
が
き
方

を
教
わ
っ
て
く
だ
さ
い

▽
1
日
に
最
低
1

回
は

、
時

間
を
か
け
て

、
て
い
ね
い
に

歯
を
み
が
く

。
食
べ
か
す
は

短
時
間
で
取
れ
ま
す
が
、
プ

ラ
ー
ク
(
細
菌
の
か
た
ま
り
)

は
時
間
を
か
け
な
い
と
取
れ

ま
せ
ん

。
歯
み
が
き
粉
を
少

な
め
に
す
る
と
長
時
間
み
が

け
ま
す

。

さ
て

。
あ
な
た
は
ど
れ
か

ら
始
め
ま
す
か

。
今
あ
る
歯

を
、
や
さ
し
く
い
た
わ
り
な

が
ら
使
い

、自
分
な
り
の
「8
0
2
0

運
動
」
を
行
っ
て
く

だ
さ
い

。

A
保
健
所
・
歯
科
衛
生
士
V
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健

康

障害児歯科診療

在宅寝たきり老
人訪問歯科診療

区
で
は
、
足
立
区
歯
科
医
師

会
の
協
力
を
得
て
、
次
の
ぬ
科

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
障
害
児
歯
科
診
療

心
身
に
鰹
・
中
度
の
障
害
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
一
般
の
歯
科

診
療
所
で
治
療
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
障
害
児
の
方
に
、
歯
科

診
凍
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
1
8歳
未
満

で
、
軽
・
中
度
の
障
害
が
あ

り
、
診
療
場
所
ま
で
通
院
可

能
な
方
(
ご
家
族
の
同
伴
が

必
要
で
す
)
。な
お
、璽
度
の

方
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す

診
療
日
時

毎
週
木
・
土
曜

日
、
午
前
9
時
1
正
午
(
祝

日
を
除
く
)

診
療
場
所

歯
科
医
師
会
口
腔

保
健
セ
ン
タ
ー

・
在
宅
寝
た
き
り
老
人
訪
問
歯

科
診
療

寝
た
き
り
で
、
一
般
の
歯
科

診
療
所
に
通
え
な
い
お
と
し
よ

り
の
方
に
、
歯
科
医
師
が
訪
問

し
て
診
療
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
6
5歳
以
上

の
寝
た
き
り
の
方
で
、
在
宅

で
介
護
者
の
い
る
方

往
診
日
時

毎
週
火
1
土
曜
日

(日
時
は
事
前
に
連
絡
し
ま

す
)

※
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
本

人
の
健
康
状
態
や
歯
の
状
態
な

ど
の
事
前
調
査
を
行
う
た
め
、

診
療
閧
始
ま
で
に
あ
る
程
度
の

日
数
が
か
か
り
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
L卜

申
込
日
時
毎
週
火
～
土
曜
　

日
、午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
　

・
午
後
1
時
～
3
時
3
0
分
　

(祝
日
を
除
く
)

申
込
方
法

電
話
f
葡

費
用

保
険
診
療

申
込
・
問
合
せ
先

歯
科
医
師

会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
(
千

住
1
1
5
-
5

、
歯
科
医
師

会
館
2
階
)

昔
(
3
8
8
2
)

3
8
8
つ
`

F
A
X
(
3
8

8
2
)
6
2
0

講

演

会

「
歯
と
食
の
健
康
」

最
新
の
予
防
と
治
療

日
時
6
月
1
7
貝
月
)
、午
後
　

1
時
3
0
分
～
4
時

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

内
容

▽
歯
周
病
の
予
防
と
治

療
(
佐
々
木
好
幸
氏
/
東
京

医
科
歯
科
大
学
助
手
)

▽

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

(
葛
木
み
ど
り
氏
/
文
化
短

期
大
学
講
師
)

▽
ブ
ラ
ッ

ジ
ン
ク
指
導

定
員
5
0

人
(
先
着
順
)

S
用

無
料

申
込
方
法
6
月
6
日
か
ら
・
`
　

話
予
約

※
歯
ブ
ラ
シ
は
用
意
し
て
あ
り

ま
す
の
で

、
持
参
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

中

央
本
町
保
健
相
談
所

酋
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

就
労
両
親
学
級

開
催
日
の
変
更

6
月
1
3日
に
予
定
し
て
い
た

就
労
両
親
学
級
は
、
都
合
に
よ

り
開
催
日
を
6
月
2
0日
(
木
)

に
変
更
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
保
健
所
S
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

ま

で
。健

康
教
室

「
わ
く
ら
ば
」

軽
い
運
動
で
楽
し
み
な
が
ら

肥
満
を
防
い
で
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
、
ご
一
緒
に
い
い
汗
を

か
き
ま
し
ょ
う
。

日
時
毎
月
第
1
・
3
月
曜
　

日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

3
0分

対
象

区
内
在
住
の
方

内
容

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
等

定
員
3
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法
6

月
6
日
か
ら
電

話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

東

和
保
健
相
談
所

霓
3
6
0
6
)
4
1
7
1

痴
呆
性
老
人
を

か
か
え
る
家
族

の
た
め
に

痴
呆
(
ち
ほ
う
)
性
老
人
を

か
か
え
、
ど
こ
へ
相
談
し
て
よ

い
の
か
も
わ
か
ら
ず
に
、
家
庭

の
中
で
悩
ん
で
い
る
。
そ
の
よ

う
な
家
族
の
方
を
対
象
に
。
専

門
の
医
師
に
よ
る
講
演
と
個
別

相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
6

月
2
1日
(
金
)
、
午
後

1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

場
所

足
立
保
健
所

講
師

高
橋
正
雄
氏
(
東
京
大

学
医
学
部
医
師
)

定
a
1
0
人

費
用

無
料

申
込
方
法
6

月
6
日
か
ら
電

話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所さ
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

精
神
保
健
講
演
会

社
会
復
帰
の
チ
ャ

ン
ス
を
つ
か
も
う

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
り

ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
社
会
復
帰
を
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
専
門
の
医
師
が
具
体

的
な
話
を
交
え
て
講
演
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
6

月
1
8日
(
火
)
、
午
後

2
時
～
3
時
3
0分

対
象

区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
方

講
師

川
関
和
俊
氏
(
東
京
都

精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
医
師
)

定
員
5
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法
6

月
6
日
か
ら
電

話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

中

央
本
町
保
健
相
談
所

豐
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

福

祉

老
人
入
浴
券
の

申
請
は
お
済
み

で
す
か

平
成
3
年
4

月
1
日
現
在
、7
0

歳
以
上
(
大
正
1
0年
4

月
2

日
以
前
生
ま
れ
)

の
方
に

、
老

人
入
浴
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

対
象
者
に
は

。5
月
1
6
日
に

「
老
人
入
浴
券
交
付
申
請
書
」

を
郵
送
し
ま
し
た
。
ご
希
望
の

方
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、6

月
1
1日
ま
で
に
返
送
し

て
く
だ
さ
い

。
入
浴
券
の
発
送

は
、6

月
下
旬
の
予
定
で
す
。

※
老
人
福
祉
手
当
受
給
者
は
除

き
ま
す

。

支
給
枚
数
1
0

枚
(
区
内
浴
場

組
合
共
通
入
浴
券
)

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
　

・
老
人
福
祉
係

老
人
福
祉
電
話
の

貸
与
・
料
金
助
成

対
象

冷
(の
要
件
を
す
べ
て
鷓

た
し
て
い
る
世
帯

①
6
5
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
、
ま
た
は
世
帯
全
員
が
6
5
　

歳
以
上
で
あ
る

②
徒
歩
5
分
以
内
に
親
族
が

居
住
し
て
い
な
い

③
生
計
中
心
者
の
前
年
の
所

得
税
額
が
4

万
2

千
円
以

下
、
ま
た
は
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る

※
審
査
の
う
え
、決
定
し
ま
す

。

助
成
内
容

毎
月
2

千
3
9
0円

(
基
本
料
金
千
7
9
0円
十
通
話

料
6
0
0円)
、貸
与
電
話
の
取
付

工
事
料
金
(
実
費
)

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
　

・
老
人
福
祉
係

児 童 手 当
特 例 給 付
児童育成手当

現況届の提出を

児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
児

童
育
成
手
当
を
受
け
て
い
る
方

へ
、6
月
初
め
に
現
況
届
の
用

紙
を
郵
送
し
ま
し
た
。

現
況
届
は
、平
成
3
年
度
(
平

成
3
年
6
月
～
4
年
5
月
)
の

手
当
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

届
け
出
で
す
。

送
付
さ
れ
た
現
況
届
に
記
載

さ
れ
て
い
る
内
容
を
確
認
し

、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

。
同

封
の
返
信
用
封
筒
(
切
手
不
要
)

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
場

合
は
。6

月
か
ら
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

、

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い

。

提
出
期
限
6

月
3
0
日

※
現
況
届
の
用
紙
が
届
い
て
い

な
い
方
は

、ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
　

・
児
童
助
成
係

仕

事

求
人
・
求
職
は

サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ゆ
う
へ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
で

は
、
内
職
や
パ
ー
ト
の
求
人
・

求
職
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い

ま
す
。

・
内
職
に
適
し
た
仕
事
は
あ
り

ま
せ
ん
か

簡
単
な
手
仕
事
を
希
望
す
る

求
職
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
事

業
主
の
方
で
、
家
庭
で
で
き
る

簡
単
な
手
仕
事
な
ど
、
内
職
に

適
し
た
仕
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・

相
談
コ
ー
ナ
ー

▽
内
職
を
希
望
す
る
方
に
、

自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
求
人
果
を
公
開
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
条
件
に
合

っ
た
仕
事
が
あ
れ
ば
、
紹

介
し
ま
す
。

▽
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
仕
事
を

希
望
す
る
方
に
、
自
由
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
求
人

公
開
カ
ー
ド
を
備
え
、
パ

ー
ト
職
業
相
談
・
紹
介
に

応
じ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
せ
先

サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
(

綾
瀬

プ
ル
ミ
エ
内
)

昔
(
3
8
3
8
)
3
5
8
4

みんなの健康
足 立 保 魯 所93855- 4151
干 住 保 健 所3888- 4277
江 七 掀 健 相 談 所e3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所f *3606- 4171
中 央 本眤 保健 相談所e3880- 5351
本庁合( Tt ) ・に皿予防mf *3882- 1111 ㈹

乗

ひ
ろ

ば

※
先
着
順
で
。1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・
:広
報
課

催
し
物

☆
講
演
会
「
サ
ッ
カ
ー
に
世

界
は
な
ぜ
熱
狂
す
る
か
」6

月
1
5日
(
土
)
、
午
後
6
時

～
7

時
3
0分
/

勤
労
福
祉
会

館
/

講
師
・
松
本
育
夫
/
3
0

人
(
当
日
先
着
順
)
/
無
料
/

熊
澤

酋
(
3
8
8
1
)
1
6
6
3

☆
第
1
4
回
ま
ち
づ
く
り
住
宅

デ
ー
6
月
9
日
(
日
)
、午

前
9
時
～
午
後
3
時
/
区
内

約
6
0会
場
/
住
宅
相
談
会
、

親
子
工
作
教
室
な
ど
/
東
京

土
建
足
立
支
部

酋
(
3
8
5
4
)
5
4
0
1

募

集

☆
書
友
会
(
書
道
)
毎
月
第

1
・
2
・
3
水
曜
日
、午
後

6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
/
竹

の
筱
セ
ン
タ
ー
/
月
額
2
千

跏
円
/
飯
干

酋
(
3
8
7
5
)
0
3
8
4

掲
示
板

・
東
京
消
防
庁
総
合
水
防
演

習日
時
6
月
1
1
日
(
火
)
、午
　

前
9
時
～
正
午

場
所

千
住
大
川
町
3
1番
地

先
(荒
川
右
岸
河
川
敷
)

訓
練
内
容

台
風
に
よ
る
荒

川
の
増
水
を
想
定
し
、
い

ろ
い
ろ
な
種
類
の
水
防
演

習
を
行
い
ま
す

参
加
車
両
等

▽
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
…
3
機

▽
消
防
艇

・
:
3
艇

▽
消
防
車
両
・
:

3
9台

▽
消
防
職
員
・
消

防
団
員
・・・
千
1
9
9人

問
合
せ
先

千
住
消
防
署
予

防
課

指
導

調
査
係

霤

(
3
8
8
2
)
0
1
1
9

・

第
3
3
回
全
国
矯
正
展
(

全

国
刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即

売
会
)

日
時
6

月
7

・
8
日

、
午

前
9

時
3
0分
～
午
後
4

時

3
0分

鳩
所

千
代
田
区
北
の
丸
公

園

科
学
技
術
館

展
示
即
売
品

▽
展
示
品
…

各
種
ダ
ン
ス
、
飾
棚
、
サ

イ
ド
ボ
ー
ド
等

▽
即
売

品
…
紳
士
靴
、剣
道
防
具
、

漆
器
類

、
陶
器
類
等

販
売
方
法

展
示
品
の
う
ち

現
品
限
り
の
も
の
に
つ
い

て
は
、
抽
選
に
よ
り
購
入

者
を
決
定
。
そ
の
他
の
も

の
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
で
即

売
。
ま
た
は
受
注
販
売

問
合
せ
先

法
務
省
矯
正
局

作
業
課

霓
3
5
8
0
)
4
1
1
1
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第4 回

手
づ
く
り
い
か
だ
レ
ー
ス

参
加
者
を
募
集

今
年
で
第
4

回
を
迎
え
る

「
手
づ
く
り
い
か
だ
レ
ー
ス

」

は
、
7

月
2
1日
に
ア
ウ
ト
ド
ア

イ
ベ
ン
ト

ー
イ
ン

ー
ア
ラ
カ
ワ

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
レ
ー
ス
は
、
足
立
区
青

年
団
体
連
絡
協
議
会
が
主
催

し
。
教
育
委
員
会
が
応
援
。
自

然
と
の
ふ
れ
あ

い
、
地
域
や
人

々
と
の
ふ
れ
あ

い
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、
足

立
区
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
、
青

年
活
動
の
発
展

を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間
6
月
1
0
日
～
2
0
日

募
集
チ
ー
ム
数
5
0
チ
ー
ム

チ
ー
ム
繻
成
次
の
い
ず
れ
か
　

▽
高
校
生
以
上
の
方
2
人
　

▽
小
学
校
4
年
生
以
上
中
学
　

生
以
下
の
方
1
～
2
人
と
成
　

人
の
方
1
人

レ
ー
ス
の
日
程
7

月
2
1
日

(
日
)
、
予
備
日
…
8

月
4
日

(
日
)

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

手
づ
く
り

い
か
だ
レ
ー
ス
実
行
委
員
長

吉
田

a
(
3
8
8
4
)
4
5
4
3

「それ、ガンバレ」楽しいレースです

第6 回 足 立区観 光写真

コ ン ク ール 作 品 募 集

「
ふ
る
さ

と
足
立

」
の

姿
を
写
真
を

通
し
て
広
く

内
外
に
紹
介

ず
る
「
足
立

区
観
光
写
真

コ

ン

ク

ー

ル

」
。皆
さ
ん

の
力
作
を
お

待
ち
し
て
い

ま
す

。

応
募
資
格

ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

題
材

区
内
の
公
共
施
設
、
名

所
旧
跡
、
文
化
遺
産
、
伝
統

行
事
、
河
川
、
街
並
み
な
ど

応
募
規
格

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

4
ツ
切
り
(
ワ
イ
ド
4
ツ
切

り
を
除
く
)

応
募
要
領

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接

持
参
ま
た
は
郵
送

柬
応
募
用
紙
は
、
足
立
区
観
光

協
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

賞

▽
区
長
賞
・
:―
点

▽
特

選
…
2
点

▽
準
特
選
…
4
　

点

▽
入
選
…
1
0点

▽
佳

作
・・
1
5点

応
募
締
切

平
成
4
年
1
月
末

応
募
先

足
立
区
観
光
協
会
事

務
局
ま
た
は
区
内
写
真
商
業

協
同
組
合
加
盟
店

問
合
せ
先

足
立
区
観
光
協
会

〒
1
2
0中
央
本
町
―
-
1
7
-
1
　
　
(

中
央
本
町
庁
舎
・
商
工
振

興
課
内
)

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

(財
)水
と
緑
の
公
社

設
立
記
念
講
演
会

「
生
活
の
お
し
ゃ
れ
は

地
球
の
お
し
ゃ
れ
」

日
時
6

月
9
日
(
日
)
、午
前

1
0時

鳩
所

動
労
福
祉
会
館
(
峽
瀬

プ
ル
ミ
エ
内
)

講
師

フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
ーモ

レ
シ
ャ
ン
氏

定
員

旛
人
(
先
着
順
)

S
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

臠
水
と
緑

の
公
社

6
(
8
3
8
)
8
1
2
6

第
5
回
特
選
(
観
光
協
会
長
賞
)
「
花
し
ょ
う
ぶ
と
三
連
水
車
」

(
千
住
仲
町
・
広
瀬
太
一
さ
ん
撮
影
)

情 報 コ ー ナ ー

世帯と人 口( 3 年5月1日現在)
世 帯248625
人 口643, 130 人
男326821 人
女316309 人

初夏の香り夏花品評会
区内の花き農家 が丹精こめて栽培

した夏菊、ユリなど約200点を展示し
ます。
また、切花の配布( 先着100人) や

鉢物などの即売を 行います。

日時6 月10日、午後1時から
じ>6月11日、午前9時～正午
場所 産業振興館
問合せ先 中央本町庁舎・農産係
- ・り03880 ―5118

第25回 区展
今年もすばらしい力作が展示され

ています。ぜひ、ご鑑賞ください。
期間[ >洋回・彫塑少年の部・‥ 6月　
7日～12日洋画・彫塑一般の　
f l … 6月14日～19日じ>書道・四冫　
年の音F・・6月21日～26日r>書遥1　
・一般の部… 6月28日～7月5　
日、いずれも午前1〔x侍～午後6時　
( 7 月6 日は午後1 時まで) 。毎週
火曜日休館

会場 西新井区民ギャラリー( サテ
ィ4 階) 。無料

問合せ先 本庁舎( 千住) ・文化振
膕l {系03882 ―l l l l t f t J 水と緑と スイレンの花

花畑記念庭園では今、スイレンの
花が見ごろです。赤、白、黄色の3
種の花が咲き、9 月下旬まで見るこ
とができます。
また、6 月には、ハナショウブや
アジサイ、ビョウヤナギ、サツキの
花が皆さんの目を楽し ませます。

ぜひ、ご来園ください。
交通 竹ノ筱 駅東口から東武 バス
(花畑団地行) で団地入口下車徙
歩3 分
場所・問合せ先 桜花亭 花畑4-　40

―103885 ―9795

花しょうぶを観賞する会
約40種、3, 400本の花しょうぷ

と、楽しい催し が皆さんをお待ち
し ています。
日時6月15・16日、午前1〔X玲～午　
後3 時
場所 し ょうぶ沼公園( 千代田線
北綾瀬駅前)
問合せ先 抛水と緑の公社緑化推
進言簗 霤3838- 8126

祭りばやしの集い
懐かしい お゙ はやし、、がよみがえ

ります。
日時6 月9 日( 日) 、午後1 時開演
場所 東部区民ホール
費用 無料
問合せ先 郷土博物館

03620 ―9393

料理の基礎を学ぶ

男と女の料理教室
男性も厨房に入る時代です。料
理の基礎を学び、料理づくりを楽
し みまし ょう。女性も大歓迎。
日時6月20日～7月18日の毎週　
木β 瞿日、午後6時3吟～8時30　
分( 全5 回)
対象 区内在住・在動・在学の方
定員40 人( 抽選)
申込方法 往復ハガ キに住所、氏
名( フリガナ) 、年齢、職業、電
話番号、希望理由、「男と女の料
理教室」と明記
申込期限6 月12日必着
場所・申込・問合せ先 女性総合
センタ ー 〒123梅田7 ―33―
1( エル・ソフィア内)

3880―5222

編物(手あみ)講習会
日時6月17日～7月18日の毎週　
月・木曜日( 計10日間) 、午後1　
時～4時
対象 区内在住の方( 多少経験の
ある方)
定員30 人( 先着順)
費用 無料( ただし教材費一部本
人負担、3, 000円程度)

申込方法 直接窓口へ( 健康保険
証など、住所を確認できるもの
を持参)
申込日時6 月10日( 月) 、午前9　
時
場所・申込・問合せ先 サービス
センタ ーゆう( 綾瀬駅西口下車
徒歩3 分)

3838―3584

青年セ ンタ ーの 催 し

子育てサロン

子育ての悩みや、楽しみなどを仲
間と話し合い、相談ができます。参
加している間は、お子さんをお預り
します。
日時6月19日( 水) 、午前1〔X玲～正　
午

申込方法 当日直接会場へ

開発 教育セミ ナー
日 本 の 開 発 教 育 の 現 状 と 課 題

閲発 教育 につ い てと も に考 え、 あ

るべ き 姿を 探し ま す。
日時6月22日( 二匕) 、午後3時～5　

時

定員40 人
講師 重田康博氏( 国際協力推進協
会主任研究員)

申込方法 電話予約( 先着順)

映像で見る世界( 第2 回)
フィリピンと私たち

フ ィリピ ン での 日 本人 の人 的 授助

の様 子をビ デ オで 見 ます
日1時6月19日【水】、午俵1711～8　

葬を30う、}
内 容 ① バラ ンガ イを 駆 ける ー フ ィ

リピ ン のヘ ル スワ ーカ ー{ 日 本赤
十 字社} 〔2〕隣り の仲 間 たち ―cc　WA

の 歩 む道( 国原 精 神里 親運 動)

申 込 方法 当 日 直接i ・- へ
定 員40 人

い ず れも
費用 無 科

瑤 所 ・問 合 せ先 青 年セ ンタ ー
S3890- ( X) 61

6 月の安売りデー
青果物6 月19日( 水) …黄緑のノポ
リのあるお店
魚6 月21日( 金)・・・青いノボリ のあ
るお店
主催 冫 東京都青果物商業協同組合

千住・西新井・綾瀬支部 こ>関東
水産物商業協同組合西新井・千住
支部
後援 足立区RECYCLEPAPER

一雄林奮灑を 大切に

SeHN255, 000


